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【浅尾慶一郎先生】
　今後、高齢化が一層進展する中、社会保障制度をこのま
ま持続させることは困難であり、自助としての生命保険
が果たす役割はますます重要になるだろう。そのために
生命保険料控除の拡充に向けて、生保労連と連携して取
り組んでいきたい。
　かんぽ生命と民間会社のイコールフッティングは未だ
はかられていないと考える。引き続き公平・公正な競争
条件の確保に向け取り組んでいきたい。

【浅野哲先生】
　衆議院議員になってからの2年間は、経済産業委員会、
および国民民主党の税制調査会を中心に活動してきた。
　昨年度は、生保労連の要望が党の税制改正要望の上位
に記載されるよう取り組んだ。引き続き、生保労連の要望
実現に向け尽力したい。
　現役世代の減少や高齢化のさらなる進展等により、年金
財政が厳しい中で、今後、安心して老後を過ごすためには、
生命保険を活用した自助努力が一層重要になるだろう。

　生保労連では、生保関連税制の充実や郵政民営化問題、銀行窓販問題等、産業政策諸課題
の解決に向けた取組みを効果的に進めるため、日頃より私たちの政策にご理解・ご協力い
ただいている支援議員との連携強化に努めています。その取組みの一環として、支援議員と
現地の組合員のみなさんとの相互理解を深めるために、支援議員を囲んでの「語る会」を開
催しています。
　10月には、横浜地区（15日）において浅尾慶一郎先生にご臨席いただき「くらしと生命保険

を語る会」を、また茨城地区（18日）において浅野哲先生を囲んで「生保労連の政策を語る会」
をそれぞれ開催しました。ご参加いただいた組合員のみなさん、ありがとうございました。
　支援議員の先生方からは、組合員のみなさんに力強い応援メッセージ等をいただくととも
に、積極的な意見交換が行われ、産業政策諸課題等について共有化をはかることができました。
　生保労連では引き続き、各地区で語る会を開催していきますので、みなさんのご理解・ご
協力をよろしくお願いします。

支援議員の先生方から力強いメッセージをいただきました！ԣɾҵͰ
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　生保労連では、お客さまからの期待・信頼に応えるべく、2000年から「ベストアドバイザー
活動」（①コンサルティング活動、②お客さまサービス活動、③販売ルールを守った活動）を推
進しています。近年、生命保険に関する相談件数が減少傾向にあることは、組合員のみなさん
の頑張りによるところであることに疑問の余地はありません。
　一方で、顧客本位の業務運営が一層求められる中、今後ともお客さまの立場にたった募集・
サービス活動を徹底していくためには、消費者との対話を継続的に行うことで相互理解に努
め、変化する消費者ニーズに的確に対応していく必要があります。
　そこで、10月28日に開催した第1回単位組合委員長会議において、生保労連が各地で開催

している「生命保険U&Uネットワーク」にご
協力いただいている、公益社団法人全国消費
生活相談員協会の増田悦子理事長をお招き
し、生命保険に関する相談の現状や生保産業・
労働組合に期待すること等についてお話を伺
い、各組合の委員長方とともに共有をはかり
ました。（直近の「生命保険U&Uネットワーク」
の様子は3面をご覧ください）

　近年、生命保険に関する相談件数は減少傾向にあります。増田理事長は、その理由として「日
頃からみなさんが訪問や窓口対応等でお客さまと接し、コミュニケーションをとることで丁寧な
対応を心掛けていること」を挙げられました。しかし同時に、「お客さまのちょっとした誤解や勘
違いから、苦情になっているケースがある」点も指摘されました。外貨建て商品の取扱いや高齢
者対応等、引き続き丁寧な募集・サービス活動を徹底していく必要があります。

　今日、消費者には、社会、経済、環境等に消費が与える影響を考えて商品・サービスを選ぶ等、
公正で持続可能な発展に貢献する消費行動をとることが求められています。「消費者市民社会」と
は、自分だけでなく周りの人々や、将来生まれる人々の状況、内外の社会経済情勢や地球環境等を
考えながら生活し、社会の発展と改善に積極的に参加する社会を意味しています。その実現に向
けて、増田理事長は、「消費者教育を通じて実際の場や行動で学ぶことが特に重要だ」と指摘して
います。

　消費者教育とは、被害に遭わない消費者、合理的意思決定のできる自立した消費者を育成する

ことです。増田理事長は、「特に、生保産業で働く営業職員のみなさんには、対面販売による丁寧
な説明を行うことが消費者教育に結び付いていることを知ってほしい。今後、消費者教育には行
政だけでなく、事業者の協力も必要不可欠だ」と指摘します。

　最後に増田理事長から、わたしたちに対する期待として、以下の点が述べられました。

　これらの期待に応えていくことは、現在わたしたちが取り組んでいるベストアドバイザー活動
や「地域の安全を見守る運動（見守り運動）」「生命保険U&Uネットワーク」のさらなる充実をはかっ
ていくことに他なりません。生保労連では引き続き、お客さまや地域、社会への貢献に資する諸活
動を展開していきます。

「対面販売」は消費者教育の観点からも一層重要に
お客さまお客さまにに寄り添った寄り添った業務運営業務運営ののさらなるさらなる充実・徹底充実・徹底をを

①高齢者のための地域見守りネットワークへの協力
②消費者志向経営・顧客本位の業務運営
　 ▶  消費者とのコミュニケーション、高齢者の特性を理解した対応、消費者への情報提供、
消費者からの意見を聞く機会の確保とフィードバック

③消費者団体との連携
　▶消費生活相談員への情報提供とコミュニケーション

生命保険に関する相談件数は減少傾向生命保険に関する相談件数は減少傾向

生保産業・労働組合に期待すること生保産業・労働組合に期待すること

「消費者市民社会」の実現には消費者教育が特に重要「消費者市民社会」の実現には消費者教育が特に重要

対面販売による丁寧な説明は消費者教育そのもの対面販売による丁寧な説明は消費者教育そのもの
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　本フォーラムには、日本、韓国、台湾、モンゴルの労働
組合から約160名（日本からは9組織・43名）の働く仲間
が参集し、生保労連からは本部役員、組合代表者の計4名
が参加しました。
　フォーラムでは、「労働の未来、決めるのは私達」をス
ローガンに、「労働時間短縮とワーク・ライフ・バランス」
「プラットフォーム労働者およびＩＴ部門の組織化」「ジェン
ダー平等」等のテーマに沿って課題やその解決策につい
て共有しました。「ジェンダー平等」のテーマでは、日本参加者を代表して、山本副委員長が
「男女が共に活躍できる職場・社会の実現に向けて」と題し、生保労連の男女共同参画の取組
みを紹介しました。
　その他、2つの講演（テーマはそれぞれ「雇用可能性を高めるためのスキル開発と良質な仕
事」「デジタル時代、仕事の未来と労働の対応」）では、第4次産業革命を迎える中で想定され
る課題やその解決の方向性等について共有しました。

　また、日本と韓国の金融関係参加者
との間で個別に情報交換の機会を設
け、各国の金融産業における労働実態
やデジタル化の現状・課題認識等につ
いて、お互いに報告するとともに活発
な意見交換を行いました。

 本大会には、66ヶ国から約400名（日本からは6組織・12名）の
金融産業で働く世界の仲間が参集し、生保労連からは本部役員、
組合代表者の計2名が参加しました。
　大会では、「STRONG UNION－TODAY AND TOMORROW
－」をスローガンに、4つのセッションでテーマを分け、各地域（アジ
ア太平洋・欧州・米州・アフリカ）または各国の実情を踏まえた具体
的な取組み状況について発表・議論し、課題やその解決の方向性等
を共有しました。各セッションでは、傍聴フロアの参加者からの発
言機会が設けられ、生保労連からはセッション「持続可能な経済のた

めの労働組合」の中で、小山副書記長より「生保労連の『人への投資』に関する取組み」について
報告を行い、産業の健全で持続的な発展の原動力は「人」である点について理解を求めました。
　また、日本参加者とUNI本部（スイス）の金融部会メンバーとの間で個別に情報交換の機会
を設け、主に欧州での労働組合活
動の現状や労働界をめぐる動向等
について報告を受けるとともに、
金融産業の現状、労働者の権利
（ワーク・ライフ・バランス等）、デジ
タル化がもたらす課題（データ保
護等）等をテーマに活発な意見交
換を行いました。
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˛౦ΞδΞ労組ϑΥʔϥϜの参加ऀ ˛ੈքۚ༥෦ձେձの参加ऀ

　生保労連は国内外の働く仲間とのネットワーク強化の一環としてUNI※を通じた国際交流を行っており、2019年10月16日～17日に韓国・ソウルで開催された第8回UNI-Apro 
東アジア労組フォーラム、2019年10月23日～24日にスペイン・トレモリノスで開催された第5回UNI世界金融部会大会に、それぞれ代表者が参加しました。
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※UNI（ユニオン・ネットワーク・インターナショナル）
ੈ界150ϲࠃのۀ、流௨、ใ、ۚ ༥、サーϏス産ۀの�00労ಇ組߹がՃໍするࡍࠃ産ۀผ労ಇ組߹。組߹һ数は2000ສ人。日本がՃໍする
6/*�"QSP(アδアଠ平洋Ҭ組৫)、6/*�&VSPQB（ԤभҬ組৫）、6/*�"NFSJDBT（ถभҬ組৫）、6/*�"GSJDB（アフリカҬ組৫）の4Ҭからߏ成。
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